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5-1-2. São Francisco クラトン
São Francisco クラトンでは、花崗岩－グリーンスト

ンベルトに関係した“鉄の四角地帯”（Quadrilátero 
Ferrífero） 中 に は 金 お よ び マ ン ガ ン 鉱 床 を、Rio 
Itapicura グリーンストンベルト中には Itapicuru を
はじめとする造山型（グリーンストン型）金鉱床を、
塩基性・超塩基性岩に関係したものとしては Jacaré
お よ び Campo Alegre de Lourdes シ ル 中 の 鉄・ チ
タン・バナジウム・白金族鉱床、Rio Jacrici/Campo 
Formosa のクロマイト鉱床および Rio Curaçá/Caraiba
の銅鉱床を産する。噴気堆積性鉱床としては、“鉄の
四角地帯”Minas 超層群の鉄鉱床を、リフト環境で形
成された Boquira 鉛・亜鉛鉱床を、Urandi-Licinio de 
Alameida 鉄・マンガン鉱床を産する。また熱水鉱床
として、Jacobina および Moeda の金・ウラン・黄鉄
鉱鉱床（No.22）を産する。

（1） São Francisco クラトン北部
① Rio Itapicuru 金鉱床地帯（No.19）

Rio Itapicuru 金鉱床地帯は、Bahia 州 Salvador 市
の北北西に分布する Rio Itapicuru グリーンストンベ
ルト中に発達する。Rio Itapicuru グリーンストンベ 
ルトは、原生代前期（2.20 ～ 2.03Ga）に島弧および背
弧海盆環境で形成されたと考えられており（Silva et 
al., 2001; Mello et al., 2006）、下位よりソレアイト質安
山岩・デイサイト・流紋岩、グレイワッケ・泥質岩
と累重し、これらを貫いてドーム状の花崗岩・片麻
岩が貫入する（図 29）。金鉱化作用は島弧の衝突時
期（2.05Ga）に生じたせん断帯に胚胎しており、造山
型（グリーンストン型）金鉱床に分類される。金を伴
うせん断帯は強い炭酸塩化を被っており、金は地殻ス
ケールの低塩濃度・炭酸質流体から沈殿したと考えら
れている。金を含む熱水の起源については変成熱水起
源およびマントルウェッジ起源の２つが考えられてい
る（Silva et al., 2001）。Fazenda Brasileiro 鉱 床（図
30）は、年産 5t の金を生産している。
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図 29　Rio Itapicuru グリーンストンベルトの地質
（Silva et al., 2001）

前サンティアゴ事務所　所長
mric@jogmec.go.jp


